
資料１

第１次匝瑳市行政改革大綱の実績について【概要】 

 

匝瑳市では、平成１８年１月２３日の市町合併後、同年１２月に第１次匝瑳市

行政改革大綱を策定し、平成２２年度まで５年間にわたり行政改革を推進してき

ました。 

 

＜策定の理由＞ 

平成１７年度の経常収支比率が９９．９％となり、また、平成１８年度から平

成２２年度までの５年間において、約５．９億円の財源不足が生じるおそれがあ

りました。 

このため、歳入に見合った行財政運営を行っていくことが必要であることから

第１次大綱を策定しました。 

 

＜大綱の目的＞ 

第１次大綱では、危機的な財政状況を回避し、『少子高齢化対策などの新たな

行政課題に対応し、将来にわたって持続可能な行政運営への転換』を行政改革の

目的とし、その実現に向けて改革に取り組んできました。 

 

＜取組の結果＞ 

第１次大綱の取組の結果は、５４項目中４１項目（７５．９％）を実施又は一

部実施し、平成１８年度から２２年度までの５年間で、人件費の抑制や事務事業

の見直しなど、約１９億６千万円の経費削減等を行いました。 

 

 

◇ ◇ ◇ 第１次大綱の概要等 ◇ ◇ ◇ 

１ 概要 

（１） 策定年月日  平成１８年１２月２５日 

 （２） 計 画 期 間  平成１８年度～平成２２年度 

     （※平成１８年度～平成２０年度については「集中実施期間」） 

 （３） 個別改革項目  ５４項目 
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２ 個別改革項目 

（１） 定員管理及び給与の適正化並びに組織機構の見直し １３項目 

（２） 事務事業の見直し等                ７項目 

（３） 民間委託等の推進（指定管理者制度の活用を含む。）  ６項目 

（４） 第三セクター等の見直し              ９項目 

（５） 財政の健全化                  １０項目 

（６） 市民参加による開かれた行政の推進         ８項目 

（７） 市議会の自主的な取り組み             １項目 

 

【年度別項目数】 

個別改革項目 実施 

予定 

年度 
（１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） 

計 

１８ ４ １ １ ４ ４ ２  １６ 

１９ ７ ２ １ ４ １ ５ １ ２１ 

２０ ２ ２ １  ４   ９ 

２１  １ ３   １  ５ 

２２  １   １   ２ 

その他    １    １ 

計 １３ ７ ６ ９ １０ ８ １ ５４ 

 

３ 平成１８年度から２２年度までの総実績 

実施項目数  ４１項目（一部実施を含む。） 

 実施率    ４１項目／５４項目（７５．９％） 

削減額等   １，９６３，１３３，２７０円 

（１） 平成２２年度実績 

実施項目数  ４１項目（一部実施を含む。） 

     実施率    ４１項目／５４項目（７５．９％） 

     削減額等   ２４４，８１４，７８８円 
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 （２） 平成２１年度実績 

実施項目数  ４１項目（一部実施を含む。） 

     実施率    ４１項目／５４項目（７５．９％） 

     削減額等   ２８８，６１１，１７７円 

 （３） 平成２０年度実績 

実施項目数  ３８項目（一部実施を含む。） 

     実施率    ３８項目／５４項目（７０．４％） 

     削減額等   ３９３，１５４，８９５円 

 （４） 平成１９年度実績 

実施項目数  ３３項目（一部実施を含む。） 

     実施率    ３３項目／５４項目（６１．１％） 

     削減額等   ７６９，２３８，８１０円 

 （５） 平成１８年度実績 

     実施項目数  １５項目（一部実施を含む。） 

     実施率    １５項目／５４項目（２７．７％） 

     削減額等   ２６７，３１３，６００円 

 

【実績項目数】 

個別改革項目 実施 

年度 （１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） 
計 

１８ ４ １ １ ３ ４ １ １ １５ 

１９ ７ ３  ５ ４   １９ 

２０ １ １ １   １   ４ 

２１   １   ２   ３ 

２２         ０ 

計 １２ ５ ３ ８ ８ ４ １ ４１ 
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◇ ◇ ◇ 主な実績内容 ◇ ◇ ◇ 

 

▼定員管理 

○職員数を次のとおり抑制。 

平成１８～２２年度削減額 ▲１１億１，５８５万円（病院医療職を除く。） 

時点 職員数 削減数 削減率 

平成１８年４月１日 ３９０人 ― ―

平成１９年４月１日 ３７７人 ▲１３人 ▲３．３％

平成２０年４月１日 ３６４人 ▲１３人 ▲３．４％

平成２１年４月１日 ３５２人 ▲１２人 ▲３．３％

平成２２年４月１日 ３３８人 ▲１４人 ▲４．０％

合計 ▲５２人 ▲１３．３％

 

 

▼給与の適正化 

○平成１８年度において収入役を非選任。 

平成１８年度削減額 ▲１，０３２万円 

※平成１９年度からは地方自治法の改正により収入役制度を廃止。 

 

○平成１９年度から期末勤勉手当の基礎額の役職加算率を１０％削減。 

平成１９～２２年度削減額 ▲３，７１３万円 

 

○平成１９年度から管理職手当を１０％削減。 

平成１９～２２年度削減額 ▲３，６０９万円 

 

○平成１９年度から社会福祉業務手当など１１手当を廃止（２５→１４）、 

薬剤散布汚物取扱手当など６手当の支給額を減額。 

平成１９～２２年度削減額 ▲１，７５０万円（医師を除く。） 

 

 

 

 - 4 -



○市長、副市長、教育長の給料月額及び期末手当を次のとおり削減。 

平成１８～２２年度削減額 ▲１，８７６万円 

平成１８年度 平成１９・２０年度 平成２１年度 平成２２年度 
区分 

給料 期末 給料 期末 給料 期末 給料 期末 

市 長 ▲５％ ▲１０％ ▲１０％ ▲１０％ ▲２０％ ▲１０％ ▲２０％ ▲１０％

副 市 長 ▲５％ ▲１０％ ▲１０％ ▲１０％ ▲１５％ ▲１０％ ▲１０％ ▲１０％

教 育 長 ▲５％ ▲１０％ ▲１０％ ▲１０％ ▲１０％ ▲１０％ ▲１０％ ▲１０％

 

 

▼組織機構の見直し 

○効率的な事務執行を図るため、本庁と支所の役割を見直し、平成２０年４月

に支所の室を６室から３室へ統合し、さらに平成２２年４月に３室を廃止。 

 

 

▼事務事業の見直し 

○平成１９年度に投票区を統合し、１９投票区を１５投票区へ。 

 

○平成１９年度から大型市バス（５０人用）を廃止。 

平成１９～２２年度削減額 ▲２，５８７万円 

 

○平成２０年４月１日、米倉分校を八日市場小学校に統合。 

 

○平成２２年４月１日、飯高小学校を八日市場小学校に統合。 

 

 

▼民間委託等の推進 

○平成１８年９月からコミュニティセンター（９施設）、養護老人ホーム及び

心身障害者福祉作業所に、平成２１年４月からふれあいパーク八日市場に指

定管理者制度を導入。 
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○平成２２年４月から養護老人ホームを社会福祉法人へ譲渡し、民営化へ。 

平成２２年度削減額 ▲１，０００万円 

 

○平成２０年度から学校用務員を全面委託。 

平成２０～２２年度削減額 ▲３，５１４万円 

 

○平成２１年度から市バスの運転業務を全面委託。 

平成２１・２２年度削減額 ▲１，３３０万円 

 

 

▼第三セクター等の見直し 

○平成１９年２月、「匝瑳市土地開発公社情報公開規程」及び「匝瑳市土地開発

公社個人情報保護規程」を制定（平成１９年４月１日施行）。 

 

○平成１８年度にふれあいパーク八日市場有限会社に対し、市の情報公開制度

に準じた情報公開制度の導入を要請。 

 

○市民病院において、清掃業務委託・診療材料共同購入等により経費を削減。 

平成１８～２２年度削減額 ▲７，６９２万円 

 

 

▼財政の健全化 

○未利用市有地を売却。 

平成１８～２２年度売却額 ５，７６２万円 

 

○広報そうさ、ホームページ、市内循環バスに広告を掲載。 

平成２０～２２年度広告収入額 ２２４万円 

 

○平成１９年度予算から「枠配分方式※」を導入し、事務事業を見直し。 

平成１９～２２年度削減額 ▲１億８，３００万円 

※「枠配分方式」とは、その年度に見込まれる予算枠をあらかじめ各課に配

分し、その範囲内で予算編成をする方式です。 
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